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【発行日】平成23年10月6日(2011.10.6)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月19日(2011.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　露光工程、現像工程および後処理工程を含む感光性樹脂凸版印刷版の製造方法であって
、前記後処理工程が、熱処理、活性光源による後露光処理および電子線処理からなる群か
ら選択される処理であり、
　前記後処理工程前又は後処理工程中に、前記凸版印刷版の版面に、フッ素系界面活性剤
（Ａ）を付着させる工程を含む製造方法。
【請求項２】
　前記現像工程における現像が溶剤現像である請求項１に記載の製造方法。
【請求項３】
　前記フッ素系界面活性剤（Ａ）の、酢酸エチル０．１ｗｔ％溶液における表面張力が２
５ｍＮ／ｍ以下である請求項１または２に記載の製造方法。
【請求項４】
　前記フッ素系界面活性剤（Ａ）の付着を、現像工程の後であって、後処理工程の前に行
う請求項１～３いずれか一項に記載の製造方法。
【請求項５】
　前記フッ素系界面活性剤（Ａ）を溶媒に溶解して付着する請求項１～４いずれか一項に
記載の製造方法。
【請求項６】
　前記現像工程における現像が、前記フッ素系界面活性剤（Ａ）を含有する現像液を用い
て行う溶剤現像である請求項１～５のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項７】
　前記フッ素系界面活性剤（Ａ）が、ノニオン系フッ素系界面活性剤である請求項１～６
のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項８】
　前記溶媒が、水および／または水に可溶な溶媒である請求項５に記載の製造方法。
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【請求項９】
　前記感光性樹脂凸版印刷版が、少なくとも共役ジエンを主体とする第１の重合体ブロッ
ク、およびビニル芳香族炭化水素を主体とする第２の重合体ブロックを含むブロック共重
合体を含有する請求項１～８のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項１０】
　前記感光性樹脂凸版印刷版がフレキソ印刷用感光性樹脂版である請求項１～９のいずれ
か一項に記載の製造方法。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法により製造される、感光性樹脂凸版印刷版
。
【請求項１２】
　感光性樹脂凸版印刷版の版面用処理液であって、フッ素系界面活性剤（Ａ）を含有する
処理液。
【請求項１３】
　前記フッ素系界面活性剤（Ａ）が、ノニオン系フッ素系界面活性剤である請求項１２に
記載の処理液。
【請求項１４】
　水および／または水に可溶な溶媒を含有する請求項１２または１３に記載の処理液。
【請求項１５】
　前記フッ素系界面活性剤（Ａ）の、酢酸エチル０．１ｗｔ％溶液における表面張力が２
４ｍＮ／ｍ以下である請求項１２～１４のいずれか一項に記載の処理液。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意検討した結果、感光性樹脂凸版印刷版の
製造方法において、特定の化合物を、特定の時期に凸版印刷版に付与することで上記従来
技術の問題点を克服することを見出した。すなわち、本発明は以下のとおりである。
１．露光工程、現像工程および後処理工程を含む感光性樹脂凸版印刷版の製造方法であっ
て、前記後処理工程が、熱処理、活性光源による後露光処理および電子線処理からなる群
から選択される処理であり、
前記後処理工程前又は後処理工程中に、前記凸版印刷版の版面に、フッ素系界面活性剤（
Ａ）を付着させる工程を含む製造方法。
２．前記現像工程における現像が溶剤現像である上記１．の製造方法。
３．前記フッ素系界面活性剤（Ａ）の、酢酸エチル０．１ｗｔ％溶液における表面張力が
２５ｍＮ／ｍ以下である上記１．または２．の製造方法。
４．前記フッ素系界面活性剤（Ａ）の付着を、現像工程の後であって、後処理工程の前に
行う上記１．～３．いずれかの製造方法。
５．前記フッ素系界面活性剤（Ａ）を溶媒に溶解して付着する上記１．～４．いずれかの
製造方法。
６．前記現像工程における現像が、前記フッ素系界面活性剤（Ａ）を含有する現像液を用
いて行う溶剤現像である上記１．～５．いずれかの製造方法。
７．前記フッ素系界面活性剤（Ａ）が、ノニオン系フッ素系界面活性剤である上記１～６
のいずれかの製造方法。
８．前記溶媒が、水および／または水に可溶な溶媒である上記５．の製造方法。
９．前記感光性樹脂凸版印刷版が、少なくとも共役ジエンを主体とする第１の重合体ブロ
ック、およびビニル芳香族炭化水素を主体とする第２の重合体ブロックを含むブロック共
重合体を含有する上記１．～８．のいずれかの製造方法。
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１０．前記感光性樹脂凸版印刷版がフレキソ印刷用感光性樹脂版である上記１．～９．の
いずれかの製造方法。
１１．上記１．～１０．のいずれかの方法により製造される、感光性樹脂凸版印刷版。
１２．感光性樹脂凸版印刷版の版面用処理液であって、フッ素系界面活性剤（Ａ）を含有
する処理液。
１３．前記フッ素系界面活性剤（Ａ）が、ノニオン系フッ素系界面活性剤である上記１２
．の処理液。
１４．水および／または水に可溶な溶媒を含有する上記１２．または１３．の処理液。
１５．前記フッ素系界面活性剤（Ａ）の、酢酸エチル０．１ｗｔ％溶液における表面張力
が２４ｍＮ／ｍ以下である上記１２．～１４．のいずれかの処理液。
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